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は じ め に

本報告書は､平成2年5月16日から 6月11日までの期間にわたりグアテマラおよび

エル･サルパドル両国において実施した､海外農業開発事業事前調査の現地調査結果を

とりまとめたものである｡現地調査においては､両国の径済企画省および農牧(莱)管

を主体に国内の農業開発計画の現状と今後の開発方針を確認するとともに,要請のあっ

た事業計画案についての意見交換ならびに計画対象地域の現地踏査を実施した｡

調査対象国であるグアテマラ国は､昨年より日本政府の無償資金援助の対象国とな

ったことで日本政府に対する技術協力秦件の要請が増加する傾向にある｡一方､エル･

サルパドル国は､ 1g70年代前半から始まった内戦の影響により､諸外国政府の援助が停

滞気味であった｡そのため昨年発足した新政権は､内戦の終結と政治径済的な安定化を

目指して｢径済社会開発5カ年計画+を策定した｡ 本開発計画では､農業分野の生産

振興を最優先課題として掲げるとともに外国政府･機関へ農業開発を主体とする技術協

力要請を増加させる意向である｡ 特に､これまで同国との間で資械材供与を除いては

農業関連の技術協力が皆無であった日本に対して,将来の資金協力も含めて二国間協力

に大きな期待を寄せている｡

今回の農業開発計画案は､いづれも地域開発および地域振興政策の一環として位置

づけられており,計画の持つ公益性が高いばかりでなく,類似した_開発上の制約要因を

持つ他地域への開発モデルとしての波及効果も期待されている｡このため両国における

当該計画が､日本政府の開発調査案件として実施され､さらに将来事業化が計られるこ

とを願うものである｡

最後に､本調査期間中に御指導および御協力いただいた在日本国大使館､ JICA事務

所ならびに日本企業の関係者の方々に対し､謝意を表します｡

平成2年7月

ADCA海外農業開発事前調査団

(内外エンジニアリング株式会社)

宇佐美 準- (地域開発)

溝 辺 哲男(農業開発計画)
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1.グアテマラ国

ケツアルテナンゴ農業開発計画

フティアパ県アグアブランカ地区農村整備計画

(チキムラ県イパラ地区農村整備計画)



1. 1 ケツアルテナンゴ農

グアテマラ共和国

ケツアルテナンゴ農業開発計画

フティアバ県アグアブランカ地区農村整備計画

(チキムラ県イJ{ラ地区長村整備計画)

輩開発計iFT

(1)畳_最

近年グアテマラ国政府は都市近郊の生産基盤の整っていない小規模零細農家に対

し､近郊農業開発及び現況農業の改善を緊急課題としている｡農業振興を促進するため

に潅淑を主とするインフラ整備が基本条件であるが,現在の国の財政では充分な整備を

行なうことは厳しい状況にある｡

国家開発計画におても､農業部門は重要な位置を占めており､農村環境整備事業

及び農業基盤整備事業は,地域径済の振興に大きく貢献する｡地域開発及び潅概事業を

担当している農業振興庁(DIGESA)は､グアテマラ市より西へ約200kTn､標高2,330mの

位置にあるケツアルテナンゴ地区を農業開発計画地区に取り上げ､計画策定に着手した｡

(2)塾区旦魔星

1)自 然

本調査対象地区の ケツアルテナンゴは冷涼温帯気候に属し､年間を通じ温暖で平

均気温15'c､降雨は年RE]q, 700
-

1.200 nm/年である.

2)農業

計画地区の地形は8 %以下の平坦な盆地で､農地に適しており､土壌も洪積土で

土地分級もⅠ-ⅠII級の範囲にある｡本地区の主な農産物はトウモロコシ､フリホ

-レス､大豆､トマト､トウガラカシ､玉ネギ等である｡現況における栽培は特

に潅淑施設を導入しておらず､天水によっているo 従って,不規則な降雨による

干ばつ被害を受け易く､安定した栽培が困難な状態であり､作付率も低い｡計画

対象面積は約1,500 baと見積られる｡

3)社会条件

本地区にはパン･アメリカン･ハイウェイが南北に縦断しており,ケツアルテナ

ンゴ市は商業､流通､教育等の中心となっている｡本地直の人口は109,000人で

あり,そのうち80%が農村部に生活している.農村部においては飲料水の確保､

社会インフラが遅れている｡
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(3)良+迫

本計画の目的は､

a.生産関連インフラ整備､

b.農業開発の近代化､

c.生産性の改善､

d.農村人口の雇用拡大､

e.農家の所得増大､及び生活水準の向上等である｡

(4)監査旦進呈

上記目的を達成するために以下の各施設が計画される｡

a.水源開発

b.潅概施設(受益面積:1.500 ba)

c.飲雑用水の施設

d.農道

e.農産物乗出荷場､及び加工施設

1. 2 Z_皇_土工三三盈_ヱ_空ヱ_三三_過

(チキムラ県イパラ地区農村整備計画)

計画

(1)盟+邑

グアテマラ政府は農業開発に重点を置いた国家開発計画の中で､西部地区に比べ

開発の遅れた東部地域の農業､農村開発計画を現在農牧食糧省計画局(VSPADA)と農業

振興庁(DIGESA)が中心となり開発計画を策定中である｡中でもエル･サルパドルと国

境を接しているフティアパ県及びその北のチキムラ県の農業開発は､農産物の搬出の便､

農業就労人口の集中等,地理的立地条件が他地域に比べ恵まれている｡

本計画地区は､北部のチキムラ市とフティアパ市のちょうど中間に位置している

が､幹線道､間道が未整備のため陸の孤島となっている地域である.現在､ USPADAが中

心となり当該地区の農村インララ整備計画の基礎調査が実施されているo

(2)壁_区旦晩夏

グアテマラ市東部フティアパ市より北東へ約40knのところに位置し､標高950Tn,
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年平均気温が約22●cで一年を通じて余り年較差がなく､温暖気候で年平均降水量は

900Tbm前後であるo 地区内人口は山間部集落を含め約16,000人と推定されているが､

生活条件の低悪さから近年若年労働者を中心に都市部への移住傾向が見られる｡

本地区は､気候､土壌条件に恵まれ 品質のよい穀類(フリホーレス､トウモロ

コシ)
､野菜の生産地となっており､国内はもとよりエル･サルパドル､ホンデュラス

へも-部輸出されている｡

(3)良+担

本計画の目的は､

a.農地保全(イパラ山麓)

b.農村社会インフラの整備

c.農家の所得増大､及び生活水準の向上である.

(4)証.画旦過重

上記目的を達成するために 以下の各施設が計画される｡

(アグアブランカ地区)

1)農地保全施設

砂防ダム(蛇寵梨)

溜弛(3000Tb3-50007n3)

2)水源開発

取水工

水路

3)農村社会インフラ施設

農道 幹線(砂利舗装)

支線(砂利舗装)

飲雑用水施設

農産物集出荷場

診療所

4)小境模発電施設

7 ケ所

5 ケ所

ケ所

1 0 km

2 5 km

3 ケ所

1 ケ所

2 ケ所

3 ケ所
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1.. 3 喜

くイパラ地区)

1)農地保全施設

砂防ダム(蛇寵製)

溜池(3000n3-5000m3)

2)水源開発

取水工

水路

3)農村社会インフラ施設

農道 幹線(砂利舗装)

支線(砂利舗装)

飲雑用水施設

農産物乗出荷場

診療所

4)小規模発電施設

司査結果による所見

4 ケ所

10 ケ所

1 ケ所

1 0 km

I 5 kn

5 ケ所

1 ケ所

3 ケ所

3 ケ所

(1)ケツアルテナンゴ地区農業開発計画は､グアテマラ西部における畑地潅就農業を

振興するために農牧食糧省が計画している事業である｡ケツアルテナンゴ地区を含め､

グアテマラ西部地区はナショナT)ズムの強い地域であり､農民組織､地方自治体の組織

力は東部地域に比べしっかりしており,地域開発に対する住民参加の熱意は際だってい

るようである｡一方､これら西部地域住民の中には､ラディーノ(白人とインディへナ

の混血)
,白人､外国人による異文化の導入､土地開発をかたくなに拒んでいる人(イ

ンディへナ)も多数存在することも事実である｡彼らの土地(自然)に対する愛着心と､

自分たちの文化を伝承して行く気構えは強く､今後のグアテマラ､特に西部地域開発あ

るいは､対グアテマラの経済協力のあり方について一考せざるを得ない｡

(2)フティアパ県アグアブランカ地区農村整備計画中対象地区はかつてヨーロッパか

らの移民があり､比較的ラデイ-ノ中心の住民構成となっている｡本地区は北部のチキ

ムラ市､サカバ市と南部のフティアパ市を結ぶ幹線道路沿いに位置するが,道路状況が

低悪のため農産物の搬出入及び生活必需品の搬入等には現在廃線となっている旧鉄道の

トロッコ輸送く人力)に頼っている｡

また本地区は土壌､気象条件が良好なため国内でも有数の良品質の穀物､野菜生

産地となっているため道路整備を始め､西部地域に比べて立ち後れている農村インフラ
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ストラクチャーの整備を実施することによる地域発展の成果は大きく､協力効果の高い

案件と考えられる｡また､本計画の立案機関である農牧食糧省計画局は､本件を日本の

無償資金協力により実施することを強く要望して■いる｡
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2.エル･サルパドル国

ヒボア河流域農業総合開発計画



呈出ヒ竺旦些⊇

ヒボアPl1淀城豊葦投合

2. 1上里ヱ塵盈塩基蓋盤金鼠糞丑画.

2.1.1鑑j

(1)且盟盈逸

エル･サルパドル国は､北緯13'09●-14●27'､西経87●41●-90'07●に位置する｡
国土

面積は､約2.1万kn2で中米5カ国の中では最小国である｡国内は,地形的に北部山岳地帯,

中央峡谷地帯および海岸低平地帯に大きく区分される｡気候的には､熱帯に属するが地形

条件によって気候特性も異なる｡峡谷および山岳高地では､年平均気温23●cと冷涼な気候

を呈し､低平地部では年平均気温28●cと高温多湿である.また年平均降雨量は､ 1,630nm

(最多降雨地帯2,300mTn,最小降雨地帯1.400mn)であり､雨期(5-10月)と乾期(11-

4月)が明確である.国内は10の主要な流域に区分され､約150の大小河川が分布するはか

比較的大きな湖も各地に点在しており､それぞれ主要な水源となっている｡

(2)廷会戯藍

国内総生産額(GI)P)の最近7年間(1982-1989年)の成長率は､ -6.8%であった.

マイナス成長の原因七しては､ 1980年代より始まった内戦による影響が大きいと指摘され

ている.現在､国内の総人口は約520万人と推定されており､最近5年間(1985-1989年)

の年平均人口増加率は約2.2%であるo 農村部と都市部における人口分布は､それぞれ

58%と42%であるが最近の国内経済の低調さによって近年､農村部から都市部へと雇用機会

を求めての人口移動と国外への人口流出が増加する傾向にあるo

国内の農業部門は､国家経済に重要な役割を果しており､国内総生産額の約24% (19

87年)が農業生産額によって占められているはか､総労働人口の 65%を吸収している｡

また全輸出額の60%以上は農産物輸出により､そのうちコーヒーが総農産物輸出額の 55%

を占めている｡

2. 1. 2 風量盟盈三上画旦且墓

昨年(1989年)発足した新政権は､径済･社会開発5カ年計画1989-19g4年(plan de

Desarrollo Econonia y Social, 1989-1994)を策定した.本開発計画では､農業および

工業両部門の生産拡大に最大の重点を置いた内容としている.そのうち農業部門において

は､輸出用農産物の生産拡大と併わせて米､トウモロコシを主体とする穀類および野菜類
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等の基礎食糧農産物の生産増加とこれら農産物の自給率の向上､国内市場への安定供給な

らびに輸入代替効果の発現が重要な課題とされている｡そのための重点施策として､以下

の主要農業プロジェクトおよびプログラムの実施推進を掲げている｡

-農業生産の拡大と多様化推進

-かんがい排水施設整備

一種子生産および農業技術改善

一昔産(肉牛､乳牛肥育)振興

一伝統的輸出用農産物の振興

一農村部における食物貯蔵施設整備

一環墳保全のための植林推進

一天然資源の保護推進

一農地改革振興のための土地登記の推進

2. 1. 3 主旦ヱ旦逸墜星墓塾仝鼠重畳塾

(1)塗.墜旦塵藍

開発対象地域であるヒボア河流域(cuenca del Rio Jiboa)は､北緯13'2l'-13'24●､

西経88●50'-8g●10● の範囲にあり, 6つの支川(Apalapa､ Desague､ Sepquiapa､ Jutia､

Tilapa､ Tepetapa)によって形成され､流域の総面積は約60.000baである｡ (位置図参照)

本流域は,首都エル･サルパドルに隣接して位置するほか､流域内には4県､ 23市町村が

包括されている｡また流域の上流部はパン･アメリカン道路に境界を接し､下流部付近に

は国道1号線が横断するはか､国際空港も下流部右岸側に位置しており市場アクセスには

恵まれた環境を有している｡

(2)農業の概要

流域は､標高600Ⅶを境に気候条件が下記のように異なる｡

生里塾気重M

23-25 2, 300

26-28 1,800

上 涜 部(標高600-700m)

中･下涜部(標高680 m以下)

標高差によって土地利用状況にも相違がみられ､上流部ではコーヒーおよぴ果樹､中

･下涜部では綿花､砂糖キビ､稲､トウモロコシが主要な作付作物である｡ 現況の土地

利同面積は次表のとおりであるが､総面積の約45%は自然草地およぴ林地であり最も大き

な割合を占めているo農地面積は､総面積の約40引こ相当する 23.600 haでありそのうち
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コーヒと果樹を主体とする永年作物が約65Ⅹを占めている｡また､上流部にある湖(Ilopan

go)では､淡水魚の養殖もおこなわれているo

地目 面積(ha) 割合(%)

1.農地

果樹 8,400 14.0

コーヒー 8,400 14.0

棉花 3.560 6.0

砂糖キビ 3.040 5.0

その他 200 0.3

小計 23,600 39.3

2･良否調
3.湖

7,210

T.000

45.3

ll.6

4.村落 2,190 3.8

合計 60,000 100.0

(3)農芸鼠盈皇旦毘屋島

計画対象地域であるヒボア河流域では､以下の①-③が農業生産および営農の改善､

さらには､農村振興を推進する上での大きな阻害要因として指揺されている.ま串本流域

を含めた首都サンサルバドルから南東部の海芹線に広がる低平地一帯は､国内における主

要な農業生産地域であり､本計画対象地域と類似した農業開発上の問題を有している｡

①洪水および排水不良による農地の湛水化

本流域下流部においては､毎年雨期に大規模な洪水が発生し農地に湛水被害をもた

らしている.また下流部一帯は､傾斜勾配のほとんどない低平地であり排水路も整

備されていないため､洪水による農地の湛水を助長する結果となっている｡ 湛水

被害面積は､約2.000ba/年に達すると推定されているほか,洪水は下流部の住民

約6,000人に対して家屋の損失および生命の危険など社会生活上でも影響を与えて

いる｡

②乾期における農業用水不足

流域における年平均降雨量は約1.800Tnmであるが､雨期に降雨量の90%以上が集中し

ているため､乾期での作付は遭概施設を有する一部の農家以外では困難な状況にあ

る｡そのため大部分の農家でほ､天水に依存した雨期作のみであり永年作物を含め
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た年間作付率は平均80%以下と低い｡ このような状況から､都市近郊に位置す

るなど恵まれた営農および市場環境を活かしきれないとともに､濯概施設を所有し

ていない多くの農家では安定的な周年作ができず農家経営の改善にも支障をきたし

ている｡また本流域は､国内における米､トウモロコシ等主穀の主要な生産地域で

もあるため国内への食糧農産物の安定供給の面においても影響を与えているo

③農村インフラの未整備にともなう農村部の疲弊

流域内における農家は､各村落くCanton)ごとに集落を形成し､集居形態を基本と

している｡中演模の村落で約100-200の農家が分布しており､ -村落当りの住民数

は約1.000人と推定される｡基本的なインフラとしては,電化の高い整備率を除い

ては上水道,保健医療施設の未整備と教育施設の不足が指摘される｡また道路は､

すべて士道であり､雨期に車両の通行が困難となるはか,収穫用農産物の貯蔵施設

や集出荷用の施設等の流通施設は整備されていない｡

内戦による影響で農村インフラの整備が進展していないほか年間を通じた安定的な

就農が困難であるため,近年都市部への人口流出が著しく農村人口の減少と生活環

境面の悪化が進行している｡

本計画対象地域では以上の主要な問題のはか､上･中涜部において森林の乱伐､家畜

の過放牧により､これらを要因とする土壌侵食等の問題も存在する｡さらに､新政権によ

って昨年より実施されている農地改革も､農業生産基盤が未整備なため農家段階での生産

がおもうにまかせず､政府によって分譲した農地を農家が転売したり大農による吸収がお

こなわれる状況となっている｡

(4)重量証藍

本事業計画は､上述した計画対象地域内における農業開発上の問題の解決とその対応

策を図るため､以下の農業生産基盤および農村インフラの整備改善と上流部域における植

林の推進による環境保全を事業計画の骨子としている｡

① 目 的:流域一帯における自然環境の破壊を最小限に押えながら農業生産および

農業生産性の改善と農村インフラの整備を通じ､農家攻入ならびに生活

水準の向上を図る｡

②対象面積: 80.000 ba

③稗益人口: 12,000人

⑥計画内容:

a.農業生産基盤:かんがい排水網整備､頭首工整備

b.農地保全 :護岸整備

c.農村インフラ:農道､簡易上水道､電化､保健医療施設､学校､食物貯蔵施設
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d.農業生産

e.環境保全

∫.農業振興

:穀類､砂糖キt'､綿花､コート､果樹(柑橘.マn',7g'ァ桁)､野菜

(トマト.きゅうり,メロン,ス化落花生,ごま)､畜産､農産加工

:植林､森林保護､土壌保全

:農民組織､農業支援組織(試験研究､技術普及) ,土地登記等

なお本計画の計画および実施機関は､農牧省(MAG)の天然資源局(CEREN)ならびに港概

排水居である｡両機関では､流域全体の概略的な｢流域診断報告書+を作成し､上流部に

おける植林と下流部の護岸整備による洪水防御を下記のように計画しているo しかしなが

ら､その他の事業計画については調査ならびに計画策定もおこなわれていないoそa)ため､

本計画対象地域であるヒボア河流域一帯のマスタープラン調査の実施と事業実施計画策定

のための技術協力を希望している｡

植林および護岸整備計画妾

計画内容 計画位置
実施スケジュール

1st.2nd.3rd.4th.Total

1.植林(ha) 中･上流域 1,0001.0001.0001,0004.000ha

2.苗生産(plants) 中･上流域 200万200万200万200万800万

3.土壌保全(ha) 全流域 1,0001,0001,0001.0004,000ha

4.護岸整備(km)

5.蛇寵設置(n3)

6.水文観測施設

復旧(カ所)

下涜域

下流域

Tkm-Tkln

(延長:7kn､幅:90m,深さ:1n)

25set25set1-50sets(8.250n3)

22stations

新設(カ所) 224stations

以上の状況から今後､当該地域における上記の事業計画策定にあたっては､下記に

示す基礎調査項目を主体としたマスタープラン調査の調査実施が必要であると考案できる｡

a.ヒボア河の水位観測および水質､水分濃度分析調査

b.洪水および排水不良による湛水被害地域の確定調査

c.土壌侵食被害状況の把撞調査

d.河川の槙断規模調査

e.農業農村基礎調査

f.農地保全整備調査

g.土地利用および土地利用計画調査

h.植生､生態および環境調査
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2. 2 皇旦.他里見盈証直

ェル･サルパドル国内にある汎米農業研究械構(IICA)'では､国内において小規模

農村インフラ整備事業のプレ･フィージビリティー調査(50件)が実施され本年5月に報

告書がとりまとめられた｡このうち調査団では,首都サンサルバドル近郊のサカテルコ地

区において計画されている4､ 5件の事業を統合し､サンサルバドル近郊農村開発計画と

して今後､中小規模案件のパッケージ･プロジェクトとしての計画策定を提案したo

本開発計画案の概要は次のとおりである｡

1)計画の目的:

農業生産基盤整備および農村インフラ整備による雇用機会の創出と農家所得の

増大｡

2)計画の内容概要:

a.農業生産基盤整備
- かんがい排水施設整備
一

取水工整廟
一 水路改修､新設

b.農村インフラ整備

一農道整備

一農産物加工施設整備

一昔産物加工施設整備

以上の計画については､今後ヒボア河流域総合開発計画との関連性でさらに詳細に

検討する必要がある｡
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2. 3 鼠査塩基星呈_互敦見

(1)エル･サルパドル国における技術協力状況

ェル･サルパドル国においては､これまで国際機関(BID.
YB, FÅo, ⅠICA)とイタ

リア､西ドイツを主体とするヨーロッパ諸国によって農業開発分野の技術､資金協力が実

施されてきた｡しかしながら､ 1970年代後半より始まった内戦以降､諸外国の協力は控え

気味である0 日本は､これまで第2 KR援助を主休とする資機材供与と技協ベースとして

研修員の受け入れを実施しているのみで､事前および開発調査等の実施は過去においてお

こなわれていない｡そのため,当国におけるP/Fの実施も今回が初めてである｡

昨年(1989年)発足した新政権は､経済･社会開発5カ年計画を策定し農業および工莱

の両部門における生産拡大を重点政策としている｡ そのため､諸外国からの技術協力お

よび資金援助の積極的な導入を図ることを重要な施策として掲げている｡特に,これまで

農業分野における技術協力関係のなっかた日本への期待は大きいものがある｡

(2)ヒボア河流域農業農村総合開発計画

本開発計画は､エル･サルパドル国鳥牧省(MAG)によって作成され日本政府へ協力申

請予定であった｢ヒボア河洪水防御計画(La Cuenca :idrografica del Rio Jiboa)+が

そのベースとなっている｡ 当該計画は､洪水防御と植林がその計画骨子となっており､

農業開発協力案件の内容としては馴染みにくいため､調査団は担当機関であるMAGの天然

資源局(CIREⅣ)と計画内容についての協議をおこなった｡その結果､より実施可能な計画

とするため｢ヒボア河涜域農業総合開発計画+として本計画が作成された｡

本開発計画に関しては､既に｢流域診断報告書+ ｢地形図1/50,000+ ｢気象概況図+

｢概略土壌生産分級図+等比較的基本的な資料が整備されている｡また本件は､エル･サ

ルパドル国内の農業妾件としては最も優先度高いはか､国内における低平地の主要な農業

地帯では計画地域とほぼ類似した農業開発上の問題点を抱えているため､本件が他地域の

モデル･プロジェクトとなることが期待されている｡

以上の状況から､計革地域の総合的な将来計画を目指したマスタープラン調査の実施

と緊急度､必要性を考慮した優先プロジェクトの選定ならびにその事業化が早急に望まれ

る｡
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流域概要図
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3.添付資料



3. 1盈査旦畳

平成2年:

5月16日(水)

18日(金)

19日(土)

20日(日)

21日(月)

22日(火)

23日(水)

25日(金)

26El (i)

27日(日)

28日(月)

29日(火)

30日(水)

31日(木)

6月1日(金)

2日(土)

3日(日)

4日(月)

5日(火)

6日(水)

7日(木)

8日(金)

9日(土)

10日(日)

11日(月)

■東京発/ロス･アンジェルス着(宇佐美)

日本大使館表敬

農牧食糧省計画局(USPADA)､潅概局(DIGESA)表敬,打ち合せ

ケツアルテナンゴ地区現地調査

ケツアルテナンゴ地区現地調査

アグアブランカ地区現地調査

uspADA,I)IGESA, lCTA打ち合せ､資料収集.
.(溝辺､東京発/ロス着)

uspADA打ち合せ､資料収集. (溝辺,ロス発/グアテマラ着)

日本大使館､経済企画省表敬

農牧省天然資源局､ ⅠICA (米州農業協力機構)打ち合せ

ヒボア川流域現地調査

同 上

同 上

ⅠICA打ち合せ (宇佐美､サン･サルパドル発/テグシガルパ着)

(溝辺､サン･サルパドル発/マナグア着)

自社負担

〝

〝

〟

〝

〝

テグシガルパ発/グアテマラ着(宇佐美) USPADA打合せ､資料収集

グアテマラ発/ロス着

ロス発

成田着､サン･ホセ発/グアテマラ着(溝辺) DIGESA打合せ､

資料収集

グアテマラ発/ロス着

ロス発

成田着
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3. 2面会畳且呈上

(1)グアテマラ

Ing.Agr. Jose Rolando Tobar

lng. Lucia E. Rivas AIvarado

lng. Rudy Lima

lng.Agr. lose Manuel Alvarez Giron

P.Agr. Francisco E. Urrutia

lng. Horacio Juares Arellano

lng. Carlos Valladares

lng. Asdrubal Bonilla

加藤 宏次
一等書記官

(2)エル･サルパドル

Ing. Juan Napoleon Molina

lng. Nauricio Majano

Lic. Guillermo Morales

lrLg. lose Roberto I)enys

lng. Oscar RodrigtleS

Ing. Franeiseo Pedromp Lino

Dr. Mariano Olazabal B.

藤原担当官

農牧食糧省計画局(uspADA)局長

〟

〟

”

”

〟

〟

”

計画部部長

計画部課長

農業振興局(DIGESA)局長

〝 Region VI局長

試験研究所くICTA)本部長

” 計画部課長

” Chinaltenango所長

在日本大使館

経済企画省プロジェクト局長

経済企画省農業部門局

農牧省国際経済協力局副局長

農牧省天然資源局局長

農牧省天然資源局副局長

農牧省天然資源局プロジェクト担当官

米州農業協力機構(IICA)

在日本大使館
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3. 3収差_監艶

(1)畳魁二塩亜

- Conunidades de Guate¶lala : Eduardo Prado Ponce

-

Guatemala Refoma Agraria : Guillemo Paz C.

-

Analisis de Proyectos Agroindustriales : JalneS E. Austin

-

Indice del Volumen de Empleo y Salarios del Sector Moderno de la Economia

1988-89

- Guatemala EstiTnaCiones y Proyecciones de Poblacion 1950-2025

- Los proyectos agricolas pueden lograr un elevado indice de ganancia

- Reconendaciones Tecnicas AgropecLIarias para los I)epartamentos de Chima卜

tenango.Sacatepequez y Escuintla. ICTA. 1990

- Salarios Decentes Basta con la Eclavitud

- Por que no hablan las CaTnPeSinas

- Esta,disticas Agropecuarias 1.987 Guatemala

-Anuario Estadistico, 1987 Guatenala

- Agricultura y Medio Ambiente en ATnerica Latina : Nicolo Gligo

- Boletin, CoTnision de Derechos Eumanos de EI Salvador

- La Pobreza Rural en EI Salvador : Elementos Basicos para uma Politica

CalnPeSina 1986 EI Salvador

- Equilibrar conservacion y desarrollo : Edyards S. Ayensu

(2)塾盈鼠

- Napa de Cobertuna ∫ Uso Actual de la Tierra

- 湖apa de Capacidad Productiva de la Tierra

-

Napa Oficial de la Republica de El

- Carta Topografiea

-

Carla Topografica

- Carta Topografica

- Carta Topografica

- Carta Topografica

- Carta Topografica

Sonsonate

Santa An且

Cbalatenango

Jocoaitique

Sam Miguel

Sam Salvador

Salvador

- 18 -

1:500.000

1:500,000

1:300,000

1:100.000

1:100,000

1:100.000

1:100,000

1:100,000

1:100.000



現地写真集



3.4 盈塾重量盈

(1)グアテマラ国

/:らLr-

ケツアルテナンゴの農村風景

ち_ユ

r∴芋二

幣::
?

7-き享

ァグアブランコにおける農村共同洗濯場

- 19
-



(2)エル･サルパドル国

上滝部における耕作状況

中流域におけるヒボア河の河川状況
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演
′軌.

ヒポア河下流域の河川状祝

二､

.‾≠巨轟至≦≧≡

下流域における耕作1犬況(小農によるトウモロコシ栽培)
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ナしー

d二.

●

地区内の農家の状況

き

:T.

J

ー二;秦

農家の井戸と簡易水道
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T/R (寡) :ヒボア河流域農業総合開発計画

(本T/R (秦)は､調査団が作成し,エル･サルパドル政府農牧省(天然資源局)へ

提出したものである)
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REPUBLICA DEL SALVADOR

TERmINO DE REFERENC工A

PROYECTO DE I)ESARROLLO INTEGRAI)0

AGRICOLA I)E LA CUENCA DEL RIO J工BOA

EI Ministerio de Agricultura y Ganaderia de la Repdblica

salvador formula este T占rmino de Referencia papa solicitar a1

japon6s la coopereci6n t占cnica sobre el Proyecto de Desarrollo

Agricola de la Cuenca del Rio Jlboa.

Contenido de la sollcitud:

Sollcltante

Pais solicitdo

de El

gobierno

Integrado

Estudio del Plan Maestro sobre el citado

proyeeto

I)irecci6n General de Riego y Drena3e,

Centro de Recursos Ⅳaturales, Ministerio

de Agricultura y Ganaderia (MAG)

Gobierno del Jap∂n



1. Resu皿en de la Repdblica de EI Salvador

(1) Condiciones naturales

EI Salvador se ublea enlalatitud norte 13009-
-

14o27' y la

longltud oeste 87o41- - 90oO7-. La superflcie total es de aproxi皿ada一

皿ente21.000E血2 y es el皿まs -peque己o entre los clnco paises que

●
′

constituyen la AJn占rica Central. TopogrAfica皿ente Se divide en la reglOn

monta紬sa del norte, 1a regi6n del valle central y en la regi6n de

tierras bajas de† lltoral en el Paeifleo･

EI cli皿a eS tropical, con unaアarledad de aeuerdo con la§ condl-

clones topogrAficas. En la皿eSeta y en la sierra el clima es

conuna temperatllra皿edia anual de 23oC,
.皿ientras

que en ユas

templado

tlerras

bajas el cli皿a eS C孟11do y h血edo
con una te皿peratura 皿edia anual de

28oC. La precipitac16n ELediaanual es de 1,630 皿皿(en
ユas zonas de

precipitaci6n m孟Ⅹi皿a 2,300皿皿. de precipitac16n minima
1,400 皿m). La

′

epoca de lluvia se extlende de mayo a octubre y la de sequla eS de

novienbre a abri1, notindose que estin bien narcadas. El territorio

cuenta con aproxiJnada皿ente 150 rios grandes y peque5os que lo dividen en

10 cuencas principales y se ha11an1agos y lagtlaS que COnStituyen las

fuentes principales de agua.

(2) Situaci6n socioecon6nica

La tasa de desarrollo del precio interno bruto (PIB) en los dlti皿OS

7 afios (1982
-

1983) ha sido Tlegativo. eduivalente a -6.8Q<. Actual皿ente

la poblaci6n total se estima en aproxl皿adametne 5.2皿illones de habitan-

tes y la tasa media de oreci皿iento demogr孟fico en estos 5 a亮os (1985 -

1989) se calcula en un 2.2y. antlal. Aunque laL distribuci6n de la

poblaci6n de ユas zonasrurales y zonas urbanas es de 58% y de 42y.

respectivanente, se Rota el flu3o de la poblaci6n de las zonasrurales a

las zonas urbanas, en busca de oportunldades de enpleo.

EI sector agricola desempeiia un roュ muy i皿pOrtante en la economia

del pais, pues el monto total de la producci6n agricola abarca aproxiJnada-

mente e1 24y. del PIB y ade皿孟s absorbe e1 65% de la poblac16n activa



total. Por otra parte, 1os productos agricolas ocupan n孟s de1 60y. de la

exportaci6n total y entre ellos el caf占ocupa e1 55駕del tBO,ntO total de

los productos agricolas que se exportan.

2. Antecedentes y Objetlvo del Proyecto

El nuevo gobierno que asu皿i6 el poder en 1989, promulg6 el Plan

Quinquenal 1989 - 1994 de Desarrollo Econ∂mico y Social cuyo objetlvo

pricipal es el lncre皿entO de la producci6n de los
_
sectores agricolas e

industriales. Referiendose al sector agricola, 1os te皿aS i皿pOrtanteS Son

de incre皿entar la producci6n de'1os productos destinados a la exportaci6n

3unto a el aunento a la producci6n de los alinentos bisicos de cereales

(arroz,皿ai2:) y hortalias con el objeto de meJorar el autoabasteci皿iento,
′

de estabilizar el suministro a los mercados en el interior del pals y de

substltulr lo§ productos l皿pOrtandos. Las medldas prlncipales que se

plensan adoptar para este fュn son los. proyectos y programas que se

proponen a contunuaci6n.

-工ncre皿entO y diversificaci6n de la producci6n y productividad

agropecuarla.

-

Equipa皿iento/mejora de la§ lnstalaclones de rlego y de drenaje

-

Investigaci6n tecno16gica para el nejoramiento deJ ユas se皿illas

-

Fo皿entO de la ganaderia (cria del ganado para carne y de vacas

lecberas)

-.Fomento de la producci6n agricola destlnada tradicional皿ente a la

eェportaci6n
-

Equipa皿iezltO/皿e3ora de l&s instalacioTleS de al皿aCeT7a皿ietltO de

alinentos en las zonas rurales

-

propulsi6n de la reforestaci6n para la preservaci6n del medio

ambiente

-

protecci6n de los recursos naturales

- progra皿aS para fomehtar el sanea皿iento de la propledad agricola en

el Sector Refomado (entrega de Titulos de Propledad)

Tenlento co皿0 血ntecedente esta politica b孟sica, el gobierno

salvadore紬ha elaborado el Proyecto de I)esarrollo Aricola de - 1a Cuenca



Rio JiboaL que Se ublca en el area suburbana de la ciudad capital de Sam

salvador, conslderandose eo皿O una de ユas prlelpales reglones de pro-

ducc16n agricola del pais. El
objetivo de este proyecto de desarrollo es

de reali2:ar1as medidas/planes para contrarrestar el d6ficit de agua para

el riego durante la 6poca de畠equia, ta皿b16n para eliminar los dah'os por

lag inundaciones por causa d占1皿al drena3e durante la 6poca de lluvia.

asi co皿O equlpar/皿ejorar la lDfraestructurarural, etc･ , en la cuenca del

Rio Jiboa qlle Cuenta com una S血perficie de aproximadameante 60,000 ha. A

base del equipamiento/mejora de la lnfraestructura de la producci6n

agricola y de
la infraestrctura rural, se piensa contribuir al increnento

de la productividad, a la ne3ora del anbiente de vida de los habitantes y

For ende, a la ne3ora de1 I?ivel de vida de los agrlcultores, al

incre皿entO de la producci6n agricola regional y por extens16n, a nivel

nacional.

3. Organismos de E3ecici6n y Fases de Realizaci6n

Los organis皿OS de ejecucl∂n de este proyecto de desarrollo son; el

Ministerio de Agricultura y Garladeria, 1a Dlrecci6n General de Riego y

Drenaje y el CeTltrO de Recursos Naturales, mientras que ユas fases de

realizac16n son ユas si酢11entes:

Fase I : Realizaci6n del Estudio sobre el Plan Maestro para

elaborar el proyecto global de desarrollo en el Area.

Fa£e Iエ

Fase 工ⅠⅠ

Elaborac16n del dise己o detallado

Ejeeucel∂n de la§ obras relacionadas

En el T占rmino de Referencia se solicita que dentro de lag Fa§es

aludidas se realice el estudio relacionado con el Plan州aestro y a trav卓s
de estas actividades se haga la transferecia tecno16gica a los t占cnicos

salvadore己os, tamb16n la capacitac16n/entrenamiento de estos en Japan.



4. Contenldo de la sollcltud: Proyecto de Desarrollo lntegrado de la

cuenca del Rio Jlboa

4.1 Resunen del Area Ob3eto del Proyecto

(1) Situaci6n general de laL CuenCa

La euenca del Rio Jlboa se ublca dentro la latltud norte

13''24- y la longitud oeste 88o50--89010' y se constituye de los

13･) 21'-

6 cauces

tributarios de Apalpa. I)esagqe, Sepquiapa, JutiaL, Tilapa y Tepetapa, con

una superficie total de aproxi皿ada皿ente 60,000 ha.

ubicaci6n)･ La cuenca se ubica?n las innediaci6nes

Salvador y abaraca 4 departa皿entOS, 23 culdades y

arriba se li皿ita con la Carretera Pana皿ericana, en

(v占ase el皿apa de

de la Capital EI

pueblos. En aguas

los alrededores de

aguas abajo cruza la Carretera yacional Ruta No. 1 y en la ribera derecha

de aguas aba3o se encuentra el aeropuerto internaciona1, o sea que el

ant)iente es favorable para el acceso a lo§ mercados.

(2) Resu皿en de la agricultura

En la cuenca, a partir de la elevaci6n de 600 n sobre el nivel del

mar. 1as condiciones cll皿Aticas dlfieren co皿O Sigue:

Zonas

三三冨芝i7Pcdia…芸…訊ぷdia

孟宗芸…孟誌圭ba/abま亨3マn～en73望芸主6..皿)
23-25

26-28

2,300

1,800

De acuerdo con la diferencia de la altitud, difiere ta皿bi占n la

utilizaci6n de las tierras. For e3enplo, en las zonas de aguas arriba se

cultiva principal皿ente el caf6 y frutales.皿ientras que en ユas zonas de

aguas皿edia/aba3o se cultiva el algod6n, 1a ca紬de az丘car, el afros y el

皿ais.
Aunque laL Superficie aLCtual de utilizac16n de tierras es como se

indica en la siguiente tabla, aproximadamente e1 45% de la superlfice

total corresponde a praderas naturales y tierras forestales. La super-

flcle de tlerras agricolas son de aproxlmada皿ente 40% del total,

equlvaliendo a 23,600 ha, dentro de las cuales, aproximada皿ente e1 65葛se



utiliza para el cultivo del‾caf6 y frutales en principaLl. Ade皿丘s. en el

lago llopango de aguas arriba se e耳plota la piscicultura de peces de

aguas dulees.

Clasede
Tierra 報pa?rficiePorcentaje(宅)

1.;cf琵諾e言gicola8,400 14.0
8,400 14.0

巷主監d豆…azdca,
3,560 6.0

3,040 5.0

Otros 200 0.3

Sub-total 23,600 39.3

2.Praderasnaturales

蓄ua読…,:邑n:……;stales
7,210 45.3

7,000 ll.6

2,190 3.8

Total 60.000 100.0

(3) Problemas del desarrollo agricola

En la cuenca del Rio Jiboa que es el area ob3eto del proyecto, se

pueden seiialar los puntos sigtlientes (①-③) como factores que obsta-

culizan la pruducci6n, 1a mejora de la explotaci6n y el fomento

Asi皿ismo, 1a reg16n de tlerras bajas que se extlenden desde Sam

basta la costa del sudeste incluyendo esta cuenca, cuenta con

sinilares de desarrollo rural aunque se considera cono

prlncipal de producc16n agricola.

agricola.

Salvador

proble皿aS

la regi6n

① Estancamiento del agua a eausa de lnundaeiones y mal drenaje.

En ユas zonas de aguas abajo,
durante la 占poca de lluvia,

grandes inundaciones causando da己os a ユas tierras agricolas.

debe a que son tierras ba3as y planas, con poca inclinaci6n,

no se encuentran equlpadas con instalaclones de drenaje el

OCurren

Esto se

y eOmO

agua Se

estanca en las tierras de ctlltivo causando estragos. La superficie

que se da汽a por ユas inundaciones se estima en aproxi皿adanente 2,000

ha/a売o y cabe皿enCionar que aproximada皿ente los 6,000 habitantes de

estas 2:OnaS COrren el riesgo de perder la vida y Bus 仁asa.



② Escasez del agua para uso agricola durante la占poca de sequia

Aunque en esta cuenca la precipltaci6n皿adiaanual es de aproxi皿ada-

皿ente 1,800皿皿,皿孟s de1 90Q< se concentra en la 6poca de lluvla y por

lo cual, con excepci6n de los agricultores que cuentan con instala-

clones de rlego, 1a maLyOria tiene que confrontar problemas de escasez

de agua en el cultlvo. For esta raz6n, 1a皿ayOria de los agricultores

que dependen de la lluvla temporal se ve obllgada a cultlvar Bus

tierras solatuente durante la占poca de lluvla y la lntensidad皿edia de

cultivo anual es nenor que e1 80%. incluyendo el cultivo perenne.

Bajo esta situaci6n･ aunque los agricultores.
･se
encuentran en un

anbiente favorable para la explotaci6n y geogrAflcamente cerca de los

mercados de consu皿0, 1a皿ayOria no puede aprovecharestas venta3.as por

la falta de lnstalaciones de rlego y consecuentemente el cultivo no es

per皿anente ni estable durante todo el a売o, teniendo dificultades para

皿e3orar la explotaci6n agricム1a. Adem孟s, en vista
de que esta es una

regi6n de producci6n de los cereales principales cono el arroz y el

naiz, etc., 1a situaci6n actual 1nfluye nucho en el abasteciniento

′

estable de ali皿entOS al lnterlor del pals.

③ AgotatRiento de ユas zonas rurales a causa del皿al equipatniento de la

lnfraestructura rural

Los agricultores dentro del area bisicanente se encuentran aglonerados

por aldeas y eh cada aldea se distrlbuyen aproxi皿adamente 100 a 200

fa皿ilias de agrlcultores con.un pro皿edlo de 1,000 habitantes por

aldea. Aunque la electrificac16n se encuentra en un nivel elevado,

dentro de la irlfraestructura I)孟sica se puede seiialar el mal equipa-

皿iento de ユas lnstalaclones de abasteciELiento de agua potable y de ユas

1nstalaciones de atenc16n皿占dlca y sanltarla,

establecl皿ientos educacionales. Adem丘s, cotno

tierra sin pavi皿entar eXisten dificultades

durante la te皿pOrada de lluvlas, 1gual皿ente nO

asi como la falta de

todos lo§ camlnos son de

de paso a vebieulos

se encuentran lnstala-

clones de almacena皿iento para productos agricolas e instalaciones de

distribuci6n de estos productos; cono centros de acopio y de

despacbo/estregla 可ue son su皿a皿ente neeeSarlos.



Aparte de los problemas citados arriba, tanto en ユas zonas de aguas

arrlba co皿O de agtlaS皿edia, existen probleELaS de la eros16n del suelo a

causa de des皿OnteS 0 deforestaci6n e王CeSIva y el descontrol del pastoreo..

4.2 Contenldo del Proyecto

con el prop6sito de resolver los problenas

desarrollo agTicola dentro del丘rea del proyecto de

necesarlas, en este proyecto se plensa equlpar y

estructuras de producci6n agricola y rural. ta皿bi6n

zonas de aguas arriba para la preservac16n del medio

explica a continuac16n.

① Objetlvo:

que obstaculizan el

adoptar ユas medidas

皿ejorar ユas lnfra-

de reforestar la§

a皿blente,I como se

Incre皿entar lo§ lngresos de lo§ agrlcultores y 皿eJorar el nlvel de

vュda de estos a trav6s del incremento de la producci6n y de la me3ora

de la productividad agricola, y ta皿bi6n con el equipamiento/皿eJ'ora de

1a lnfraestructura rural, considerando al皿1s皿O

minl皿O del trastorno a皿blental.

tlenpo la reducci6n a1

② Superflele objeto del proyeeto:

60,000ha

@ poblaci6n beneflciaria:

12,000 habitantes

⑥ Contenldo del proyeeto:

a. Infraestructura de produccl∂n agricola:

Equipa皿iento/皿ejora de la red de ユas instalaciones de drena'3e y de

las obras de toma de agua



b･ Conservaci6n de tierras agricolas:

′

protecci6n de los nargenes

c.工nfraestructura rllral:

construcci6n de caninos vecinales y de sistenas sencillos de

abasteciniento de agua potable, electrificaci6n, equipaniento de

instalaciones de atenci6n m6dica y sanitaria, de escuelas y de

instalaciones de al皿aCena皿iento de ali皿entOS

a. Producci6n agricola:

cereales, ca己a de azdcar, algod6n, caf占, frutales (citricos, mango,

agtlaCate), hortalizas (tonate, pepino, ne16n, sandia, nani,

s6sa皿0). ganaderia, agrolndustria

e. preservac16n del皿edlo a皿biente:

Reforestaci6n, protecci6n forestal, cbn岳ervaci6n del suelo

ど. Fo皿entO agricola:

′

Organizaciones de agricultores, organlzaciones de asistencia agrl-

cola (instittltOS de investigaci6n y e王peri皿entaCi6n, difusi6n de

t6cnicas agricolas), registro de tierras, etc.

4.3 Contenido de la solicltud

Con el fin de reallzar el Proyecto de I)esarrollo Integrado de las

zonas de aguas abajo del Rio Jiboa, se solicita al gobierno japon占s la

realizaci6n de los estudios sobre los asuntos que se indican a

continuaci6n y en relaci6n con el Plan Maestro.



(1) Ca皿pOS de- estudio

- Plan Maestro

l) Levanta皿ientos topogrAficos

2) Meteorologia, hidrologia

3) A釘IaS Subterr孟neas, calidad del agua

4) Inundaeiones

5) Caracteristlcas del suelo

6) Utilizaci6n de tierras

7) Habilltacl∂n de tlerras agricolas

8) Rlego y drenaje

9) Infraestructura rural

10) Asuntos socioecon6皿icos

ll) Situaci6n agricola yrural

12) Ganaderia

13) Situaci6n econ6nica de los

14) Asuntos del皿edlo ambiente

15) Estinaci6n de costos

16) Evaluaci∂n del proyecto

agricultores

-

ecologia y reforestaci6n

(2) Provisi6n de naquinaria y equipos

Para la reali2:aCi6n del estudio se solicitan las siguientes provi-

slones:

1. Vehiculo con tracci6n en las cuatro ruedas: 2 unidades

2. Lancba con 皿OtOr

3.阿edidor de la velocidad de fluJ'0

4. Maquinaria para observaciones

meteoro16gicaLS e hidro16gicas

5. Maqtlinaria topogrAfica

6. Maquinaria para investigaci6n de

la calidad de agua

7. Maquinaria para investigaci6n de stlelo

: 1 unidad

: 1 juego completo

: 1 juego

: 1 juego completo

: 1 juego completo

: 1 juego eo皿pleto



(3) Provlsi6n de la contraparte salvadoreiia

1. Contraparte

2. Choferes

3. Ofieinas de trabajo

: personal t占cnico/expertos en ユas diversas

皿atrias que correspondan al personal del

equipo de estudio japon占s.

: para manejar lo忌 vehiculos necesarios del

estudio.

:●para el personal del equipo japon占s para

1os estudlos de campo.

4. I)atos e infornaci6nes : datos bisicos e infornaciones necesaria[s

para el estudlo (estadistlcas de lo§ diver-

sos ra皿OS.皿apaS tOpOgr孟ficos, fotografias

a占reas, etc.)

(4) Cronograma de ejecuci6n del estudio

PER工ODO DE ■EJECロC工0Ⅳ PROPUESTA

Proceso
A占os

12345

EstudiodelPlan阿aestro

Financlaci6n

Dise再oDetallado

Ejecuci6ndelasobras I
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